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一
、
は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
は
日
本
の
歴
史
書
で
あ
る
が
、
神
話
や
物
語
、

歌
謡
を
多
く
載
せ
、
文
芸
性
も
高
い
。
そ
の
影
響
は
後
世
に
及
び
、
近
代
に
お

け
る
芥
川
龍
之
介
の
素
戔
嗚
尊
に
関
す
る
小
説
も
、そ
の
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
芥
川
龍
之
介
の
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
は
元
々
、『
素

戔
嗚
尊
』
と
い
う
題
で
あ
っ
た
小
説
の
後
半
部
で
あ
る
。『
素
戔
嗚
尊
』
は
、「
大

阪
毎
日
新
聞
」
に
大
正
九
年
三
月
三
十
日
か
ら
六
月
六
日
ま
で
の
間
（
東
京

日
日
新
聞
に
は
同
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
の
間
）、
複
数
回
に
お
よ
ぶ
休
載
を

経
、全
四
十
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
そ
の
三
十
五
回
ま
で
を
削
除
し
、

三
十
六
か
ら
四
十
五
回
部
分
を
独
立
さ
せ
、『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
と
改
題

し
て
『
春
服
』（
一
九
二
三
、
春
陽
堂
）
に
収
録
。
一
九
七
七
年
の
岩
波
書
店

発
行
、
全
二
十
四
巻
か
ら
な
る
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
六
巻
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
小
説
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
単
に
『
素
戔
嗚
尊
』
と
い
う
場
合
は
一

回
か
ら
三
十
五
回
分
ま
で
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
に
つ
い
て
、
長
野
嘗
一
氏
は
『
古
事
記
』
の
ス
サ
ノ

ヲ
関
係
記
述
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

注
１
）。
妥
当
な
見
解

で
あ
り
、
葦あ
し
は
ら
し
こ
お

原
醜
男
が
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
受
け
る
蜂
の
室む
ろ
、
蛇
の
室
の
試
練
の
記

述
な
ど
、『
古
事
記
』
の
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、芥
川
は
『
古
事
記
』

の
み
な
ら
ず
、『
日
本
書
紀
』
の
ス
サ
ノ
ヲ
関
係
記
述
の
影
響
も
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
証
明
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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二
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
へ
の
影
響

　

こ
の
節
で
は
、
節
題
に
示
し
た
よ
う
な
影
響
を
ａ
、
ｂ
の
二
点
か
ら
具
体
的

に
指
摘
す
る
。

　
　
ａ
、
登
場
者
名
の
表
記

　
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
と
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
に
見
ら
れ
る
登
場

者
名
の
表
記
を
表
に
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
と
『
老

い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
と
共
通
す
る
表
記
は
双
方
に
〇
印
を
付
し
て
示
す
。『
老

い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
の
無
印
の
表
記
は
『
古
事
記
』
と
共
通
、
ま
た
は
ほ
ぼ
共

通
す
る
表
記
で
あ
る
。

古
事
記

日
本
書
紀

老
い
た
る
素
戔
嗚
尊

須
佐
之
男

○
素
戔
嗚

〇
素
戔
嗚

須
世
理
毘
賣

須
世
理
姫

葦
原
色
許
男

○
葦
原
醜
男

〇
葦
原
醜
男

櫛
名
田
比
賣

奇
稲
田
姫

櫛
名
田
姫

足
名
椎

脚
摩
乳

足
名
椎

手
名
椎

手
摩
乳

手
名
椎

八
島
士
奴
美

八
島
士
奴
美

天
照
大
御
神

○
大
日
孁
貴

〇
大
日
孁
貴

　

右
の
表
か
ら
、『
古
事
記
』
と
共
通
ま
た
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
表
記
が
五
、『
日

本
書
紀
』と
共
通
す
る
表
記
が
三
と
な
っ
て
お
り
、素
戔
嗚
や
葦
原
醜
男
と
い
っ

た
小
説
の
中
の
重
要
者
の
名
、
そ
し
て
天
照
大
御
神
の
別
伝
の
名
の
大
日
孁
貴

の
表
記
が
『
日
本
書
紀
』
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
芥
川
が
『
古
事
記
』
の
み
な
ら
ず
、『
日
本
書
紀
』
を
参

照
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

ｂ
、
朝
鮮
伝
来
の
刀
剣

　

素
戔
嗚
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
朝
鮮
半
島
と
の
関
わ
り
を
強
く
持
つ
。
巻

第
一
神
代
上
の
第
八
段
の
一
書
第
四
に
は
、
素
戔
嗚
は
子
五
十
猛
と
と
も
に
新

羅
に
行
き
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
続
く
、
第
八
段
の
一

書
第
五
に
も
素
戔
嗚
の
言
葉
に
「
韓か
ら

郷く
に

」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、『
日

本
書
紀
』
で
は
素
戔
嗚
が
用
い
た
朝
鮮
由
来
と
考
え
ら
れ
る
韓
鋤
の
剣
も
見
ら

れ
る
。
そ
れ
は
第
八
段
の
一
書
第
三
の
記
述
で
、
次
の
と
お
り
。
本
文
は
『
日

本
古
典
文
学
大
系　

日
本
書
紀　

上
』

（
注
２
）

に
拠
る
。

素
戔
嗚
尊
、乃
ち
計
ひ
て
、毒
酒
を
醸
み
て
飲
ま
し
む
。
蛇
酔
ひ
て
睡
る
。

素
戔
嗚
尊
、
乃
ち
蛇
の
韓
鋤
の
劒
を
以
て
、
頭
を
斬
り
腹
を
斬
る
。

　

素
戔
嗚
が
八
岐
大
蛇
を
斬
る
と
き
の
剣
と
し
て
「
韓
鋤
の
劒
」
が
登
場
し
て

い
る
。

　

一
方
、芥
川
の
『
素
戔
嗚
尊
』
で
は
素
戔
嗚
が
「
高
麗
剣
」
を
佩
い
て
い
る
。

さ
ら
に
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
で
は
葦
原
醜
男
が
「
高
麗
剣
」
を
佩
く
ほ
か
、

初
出
で
は
素
戔
嗚
も
「
高
麗
剣
」
を
佩
く
描
写
が
末
尾
に
あ
り
、「
素
戔
嗚
は
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高
麗
剣
を
提
げ
た
儘
、
眉
の
上
に
手
を
か
ざ
し
て
、
遥
に
こ
の
独
木
舟
の
帆
を

眺
め
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
素
戔
嗚
が
眠
っ
て
い
る
間
に
逃
げ
出
し
た
葦
原
醜
男
に
気
が
つ
き

「
高
麗
剣
」
を
も
っ
て
須
世
理
姫
と
葦
原
醜
男
の
も
と
へ
と
急
ぐ
場
面
で
あ
る
。

『
老
い
た
る
素
戔
嗚
』
と
改
題
さ
れ
た
際
に
、「
高
麗
剣
」
で
の
描
写
は
『
日
本

書
紀
』
巻
第
二
神
代
下
に
記
述
の
あ
る
「
天
の
鹿
児
弓
」
で
の
描
写
へ
と
改
変

さ
れ
た
。

　
「
高
麗
剣
」
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』

（
注
３
）

に
は
「
高
麗
伝
来
の
、
柄

（
つ
か
）
の
頭
が
鐶
（
か
ん
）
に
な
っ
て
い
る
大
刀
。
古
く
西
域
地
方
に
発
達

し
、
中
国
に
伝
わ
っ
て
、
龍
雀
大
環
と
呼
ば
れ
た
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代

の
主
要
な
刀
剣
の
様
式
。」
と
記
述
が
あ
る
。
芥
川
は
初
出
段
階
か
ら
『
日
本

書
紀
』
の
朝
鮮
伝
来
と
考
え
ら
れ
る
「
韓
鋤
の
劒
」
を
参
照
し
て
、
古
墳
時
代

か
ら
奈
良
時
代
の
主
要
な
刀
剣
の
一
つ
で
あ
る
「
高
麗
剣
」
を
用
い
た
可
能
性

が
高
く
、
芥
川
の
『
日
本
書
紀
』
へ
の
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
事
例
と
考
え
ら

れ
る（

注
４
）。

　
　
　

三
、『
日
本
書
紀
』
と
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
の
構
想
及
び

　
　
　
　
　

素
戔
嗚
の
造
型

　

小
説
の
構
想
に
つ
い
て
は
、「
素
戔
嗚
尊
―
―1) Revolt

2) M
aturity

3) Elder

」
と
い
う
芥
川
の
メ
モ
が
あ
る（

注
５
）。
つ
ま
り
、
反
逆
・
成
熟
・
老
年

と
い
う
こ
と
に
な
る（

注
６
）。
芥
川
は
ス
サ
ノ
ヲ
を
小
説
の
題
材
に
す
る
に
あ
た
り
、

ス
サ
ノ
ヲ
の
変
貌
を
成
長
の
観
点
で
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
構
想
は
『
日
本

書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
の
第
五
段
一
書
第
六
に
見
ら
れ
る
「
是
の
時
に
、
素
戔

嗚
尊
、
年
已
に
長お

い
た
り
。
復ま
た
や
つ
か

八
握
鬚ひ

髯げ

生
ひ
た
り
。」
と
い
う
表
現
に
拠
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
イ
ザ
ナ
キ
の
言
葉
の

直
後
に
あ
る
。

「
天
照
大
神
は
、
以
て
高
天
原
を
治
す
べ
し
。
月
讀
尊
は
、
以
て
滄
海
原

の
潮
の
八
百
重
を
治
す
べ
し
。
素
戔
嗚
尊
は
、
以
て
天
下
を
治
す
べ
し
」

と
の
た
ま
ふ
。
是
の
時
に
、
素
戔
嗚
尊
、
年
已
に
長
い
た
り
。
復
八
握

鬚
髯
生
ひ
た
り
。

　
『
古
事
記
』
に
は
、「
速
須
佐
之
男
の
命み
こ
と、

命よ

さ
し
し
國
を
治
め
ず
し
て
、

八や
つ
か握
須ひ
げ
、
心
こ
こ
ろ

前さ
き
に
至
る
ま
で
に
啼
き
い
さ
ち
き
。」
と
あ
り
、
西
宮
一
民
『
古

事
記
』

（
注
７
）
に
は「『
こ
こ
ろ
さ
き
』は
、心
臓
の
辺
。
長
い
あ
ご
ひ
げ（「
須
」は「
鬚
」

の
古
字
）
が
そ
こ
に
ま
で
達
す
る
と
は
、
成
人
に
達
し
た
年
齢
を
い
う
。」
と

頭
注
に
記
す
。『
古
事
記
』
の
本
文
に
拠
れ
ば
そ
う
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
の
方
に
は
、「
年
已
に
長
い
た
り
。」
の
直
下
に

「
復
八
握
鬚
髯
生
ひ
た
り
。」
と
あ
り
、日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀　

上
』

の
頭
注
六
に
「
長
く
髭
の
伸
び
た
老
人
の
貌
。」
と
記
し
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』

の
本
文
に
拠
れ
ば
妥
当
な
捉
え
方
で
あ
る（

注
８
）。
芥
川
は
『
日
本
書
紀
』
の
こ
の

本
文
を
参
照
し
、
そ
れ
を
上
掲
頭
注
の
よ
う
に
捉
え
た
時
、
後
に
『
老
い
た
る

素
戔
嗚
尊
』
に
具
現
化
す
る
素
戔
嗚
尊
の
老
年
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
説
構
想
に

思
い
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
が
『
素
戔
嗚
尊
』
の
「
十
一
」
の
章

の
思
兼
尊
に
「
年
長
」
と
「
髯
」
の
言
葉
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
こ
と
は
、『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』を
予
想
さ
せ
て
重
要
で
あ
る
。
引
用
は『
芥

川
龍
之
介
全
集
第
六
巻
』

（
注
９
）

に
よ
る
。
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こ
の
連
中
は
彼
の
味
方
が
、彼
を
首
領
と
仰
ぐ
や
う
に
、思
兼
の
尊
だ
の
、

手
力
雄
の
尊
だ
の
と
云
ふ
年
長
者
に
敬
意
を
払
つ
て
ゐ
た
。（
中
略
）
／

尊
は
も
う
髪
も
髯
も
白
く
な
つ
た
老
人
で
は
あ
る
が
、
部
落
第
一
の
学
者

で
も
あ
り
、
予
ね
て
又
部
落
第
一
の
詩
人
と
云
ふ
名
誉
も
担
つ
て
ゐ
た
。

　

芥
川
が
こ
の
部
分
を
執
筆
し
た
時
に
は
、
す
で
に
『
日
本
書
紀
』
の
上
掲
記

述
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
年
長
」
は
年
齢
が
上
で
あ
る
こ
と
を
表
す
け
れ
ど
も
、
文
脈
に
よ
っ
て
は

敬
意
が
こ
も
る
場
合
が
あ
る
。
芥
川
は
先
掲
『
日
本
書
紀
』
の
「
年
已
に
長
い

た
り
。」
の
記
述
に
敬
意
が
こ
も
っ
て
い
る
と
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
素
戔
嗚
尊
へ
の
そ
の
敬
意
の
心
を
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
で
は
一
番

最
後
に
結
晶
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
小
説
の
内
容
に
即
し
て
述
べ
よ

う
。

　

ま
ず
、
素
戔
嗚
の
老
い
の
身
体
的
表
現
を
確
認
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

・
彼
は
既
に
髪
の
色
が
麻
の
や
う
な
色
に
変
つ
て
ゐ
た
。
が
、
老
年
も
ま

だ
彼
の
力
を
奪
ひ
去
る
事
が
出
来
な
い
事
は
、
時
時
彼
の
眼
に
去
来
す

る
、
精
悍
な
光
に
も
明
か
で
あ
つ
た（

注
10
）。

・
彼
は
髯
だ
ら
け
の
顔
に
、
愈
皺
の
数
を
加
へ

・
あ
の
白
髪
の
素
戔
嗚

・
素
枯
れ
た
蘆
の
色
を
し
た
髪
は
、
殆
ど
川
の
や
う
に
長
か
つ
た
。

　
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
は
、
娘
の
須
世
理
姫
と
葦
原
醜
男
と
の
結
婚
を
許

さ
な
い
素
戔
嗚
が
葦
原
醜
男
に
次
か
ら
次
へ
と
試
練
を
与
え
る
も
の
の
、
須
世

理
姫
の
協
力
を
得
て
葦
原
醜
男
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
。
そ
し
て
、
須
世
理
姫

と
葦
原
醜
男
は
独
木
舟
に
乗
っ
て
、
素
戔
嗚
の
も
と
か
ら
の
脱
出
を
は
か
る
。

そ
の
様
子
を
見
て
い
た
素
戔
嗚
の
「
眼
に
は
微
笑
に
似
た
も
の
が
浮
か
び
出
し

た
。
微
笑
に
似
た
、
―
―
し
か
し
其
処
に
は
同
時
に
又
涙
に
似
た
も
の
も
な
い

で
は
な
か
つ
た
。」
と
そ
の
内
面
の
投
影
描
写
が
あ
る
。
そ
し
て
「
さ
も
堪
へ

兼
ね
た
や
う
に
瀑
よ
り
も
大
き
い
笑
ひ
声
を
放
つ
」
て
須
世
理
姫
と
葦
原
醜
男

を
次
の
よ
う
に
祝こ
と
ほぐ
の
で
あ
る
。

・「
お
れ
は
お
前
た
ち
を
祝
ぐ
ぞ
！
」

・「
お
れ
よ
り
も
も
つ
と
手
力
を
養
へ
。
お
れ
よ
り
も
も
つ
と
知
慧
を
磨

け
。
お
れ
よ
り
も
も
つ
と
、
…
…
」

・「
お
れ
よ
り
も
も
つ
と
仕
合
せ
に
な
れ
！
」

　

こ
の
直
後
に
、
芥
川
は
『
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
』
で
最
も
言
い
た
か
っ
た
、

老
い
た
る
素
戔
嗚
が
到
り
着
い
た
と
こ
ろ
を
、「
わ
が
0

0

素
戔
嗚
」
と
い
う
言
葉

に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
敬
意
を
こ
め
て
次
の
よ
う
に
記
し
、
こ
の
小
説
を
閣

筆
し
て
い
る
。

　

彼
の
言
葉
は
風
と
共
に
、
海
原
の
上
へ
響
き
渡
つ
た
。
こ
の
時
わ
が

素
戔
嗚
は
、
大
日
孁
貴
と
争
つ
た
時
よ
り
、
高
天
原
の
国
を
逐
わ
れ
た

時
よ
り
、高
志
の
大
蛇
を
斬
つ
た
時
よ
り
、ず
つ
と
天
上
の
神
神
に
近
い
、

悠
然
た
る
威
厳
に
充
ち
満
ち
て
ゐ
た
。

　

こ
の
最
終
部
分
は
、
初
出
で
は
「
彼
の
言
葉
は
風
と
共
に
、
限
り
な
い
海
原

の
空
へ
揚
つ
た
。
こ
の
時
わ
が
素
戔
嗚
は
、
彼
の
多
端
な
生
涯
を
通
じ
て
、
如

何
な
る
瞬
間
よ
り
も
偉
大
で
あ
つ
た
。」
と
あ
る
。
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
は
、
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須
世
理
姫
、
葦
原
醜
男
と
の
関
係
を
通
し
て
、「
天
上
の
神
神
に
近
い
、
悠
然

た
る
威
厳
に
充
ち
満
ち
」
た
存
在
へ
と
高
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

芥
川
は
『
日
本
書
記
』
巻
第
一
神
代
上
の
第
五
段
一
書
第
六
の
「
素
戔
嗚
尊
、

年
已
に
長
い
た
り
。
復
八
握
鬚
髯
生
ひ
た
り
。」
を
参
照
し
、
そ
こ
か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
を
見
事
に
描
き
き
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　

芥
川
が
『
古
事
記
』
の
み
な
ら
ず
『
日
本
書
紀
』
を
参
照
し
た
こ
と
は
『
素

戔
嗚
尊
』
の
方
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
別
稿
に
記
す
。

（
二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
七
日
）

　
　
　
（
注
）

１　

長
野
嘗
一
『
古
典
と
近
代
作
家
―
―
芥
川
龍
之
介
』
有
朋
堂
（
一
九
六
七
）

２　

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大

系
日
本
書
紀
上
』
岩
波
書
店
（
一
九
六
七
）

３　

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編『
日

本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
（
二
〇
〇
二
）

４　

芥
川
が
素
戔
嗚
尊
関
係
以
外
に
『
日
本
書
紀
』
に
言
及
し
て
い
る
箇

所
が
見
ら
れ
、
参
考
に
な
る
。『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
巻
』
岩
波
書

店
（
一
九
九
五
）
の
「
貉
」
九
七
頁
に
垂
仁
紀
八
十
七
年
、
推
古
天
皇

三
十
五
年
二
月
の
記
事
に
基
づ
く
文
章
が
あ
る
。
同
じ
く
全
集
第
十
六

巻
の
「
柳
田
国
男
・
尾
佐
竹
猛
座
談
会
」
二
九
九
頁
に
「『
日
本
書
紀
』

の
中
に
、
天
智
天
皇
の
御ぎ
ょ
う宇

か
な
ん
か
に
、
水
中
に
人
間
み
た
い
な
も

の
が
い
る
話
が
あ
り
ま
す
ね
。」
と
い
う
発
言
が
あ
る
。

５　
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
十
三
巻
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
八
）

６　

清
水
康
次「「
野
生
」の
系
譜
」『
芥
川
・
理
智
と
抒
情
』有
精
堂（
一
九
九
三
）

７　

西
宮
一
民
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
古
事
記
』
新
潮
社
（
一
九
七
九
）

８　
「
年
已
に
長
い
た
り
。
復
八
握
鬚
髯
生
ひ
た
り
。」
は
素
戔
嗚
尊
が
老
人
・

長
老
の
貌
を
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
と
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
日
本

書
紀
』
巻
第
四
の
綏
靖
天
皇
即
位
前
紀
に
、
四
十
八
歳
の
綏
靖
天
皇
の

庶い
ろ
ね兄

の
手た

ぎ
し
み
み
の
み
こ
と

研
耳
命
が
「
行
年
已
長
い
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
参

考
に
な
る
。

９　
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
六
巻
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
六
）

10　

芥
川
の
構
想
メ
モ
に
書
い
て
あ
っ
たElder

の
日
本
語
訳
の
「
老
年
」
の

語
が
、
こ
の
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
付
記
）

本
稿
を
成
す
に
、
鈴
木
武
晴
教
授
の
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

受
領
日
：
二
〇
二
〇
年
十
〇
月
二
八
日

改
訂
日
：
二
〇
二
〇
年
十
二
月
一
八
日

受
理
日
：
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
二
日
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